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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なノ　　　　　　　　ガ．　． 　．．　 、　 　 　 ，＿，　　．　．　　．．．．　＿ 昌＿＿　．．　，－w　　呈ノ　Aが固有名詞、または、呼称にもなる地位代名調（主任鴨っ窟雛りm臥首相鳴り雛a讐蕪灘臆鏡
など）を表す語であれば、「BA　」という形にすると、　c－11とc　－13のように複数の意味が成
り立ち、意味するところが取り間違えられる可能性もある。そのため、この楊合には、意麟的に
「Bkhsog　A」という形を使周し、意味するところを特定し、明確にする。
　そして、
。＿15伽憾罵輪粥鬼姻
　私の家は新しいテレビを買った。
「BA」
　この場合は、rB　kh5っD　Ajという形は使溺出来ない。「私の家」において、タイ語で蓑現
されるrBA」という形には心理的な意味での家、つまりド家圏という意味が含まれている。
　　　　　　ツ　　　　　　　　　　　　もノ
しかし、「ユ」り翼劉e翰羽Bkh50gA」という形をこはr自分と家庭が生活する場所」という物
理的な意味での家しか示されていない。そのため、心理的な「家」を表現したい揚合には、rB
Ajという形を使わなければならない。
　以上はグループ（c）に属する名詞句を、実際のタイ人の使い分けを参考にしながら説明し、次
はグループ（d）について考えてみる。
　グループ（d）は、Bの意味が非常に曖昧であるため、　Aとの関係がはっきりされない限り、　B
とAとの所有関係の名詞句が成立しえない。そのため、kksOBはAとBを結ぶのに重要な役割を
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持っようになったので、「BkhうっりA」という形でなければならない。「BA」という形は普通
使わないが、全体を言い表すAを先頭にし、その一部を言い表すBを後に続けて「雷影頒箔
　　　　　さ
翻漁」、「献懸5％」、つまりrAB」という形にすれ鞭われることもある．この場合、
Aは名詞句の範囲、または枠のようなものとしての働きがあり、Bはそれを修飾する機能がある
と考えられるだろう。
　それに対し、グループ（f）の場合は、Bが誉い表すことがはっきりとしているので、特別な状
況でない限り、Aの存在が強調されたり、特定されたりはしない。そのため、　AはBを修飾する
機能を持ち、「BA」という形を使うのが普通である。しかし、特別な状況では、たとえば、
　　　　　　　　　　　w　影　　　　“
f－1捌り鯛0粗鼎り軌り闘飢りり5“e］（「Bkh53弓A」）
　　あの猫の髭は本当に長いですね。
f－2馳㈲蜘PtaPte“tgblaaりっ雛り繍臼づっ餉劉eW別りσB　kh5。g　A」）
　暗いところでは猫の目は犬の冒より光って恐い。
f＿3韻魏っ劉0備麟楠っっ塊翻り燃影（rB　khう。りA」）
　　なぜこの机の脚は、長さが違うんですか。
　のように、Aの存在が特定されたり、または、強調される場合には、「BA」以外に、「B
kh50DA」という形が使われることも可能だと考えられる。
〈結び〉
　対象関係と所有関係によって結び付けられるタイ語の名詞句は、単純に「BAjという形でも
よいし、　「Bkh53gA」という形でもよい、というものではない。　「BA」または「Bkh5っり
Ajどちらかの形しか使えない場合もあるし、どちらの使用も可能である場禽もある。そして、
それぞれの「場合」は、AとBとの意味的関係以外に、　AそしてB、それぞれの主素性、機能素
性、その文脈、そして、その名詞句の特徴性によって決められる。これは、日本語においてはほ
とんどの場合、文脈を考えることなく、名詞と名詞を結び付けるのに「の」を使うことができる
のとは対照的である。
　また、所有関係によって結ばれた名詞句は、対象関係によって結ばれた名詞句と違い、名詞句
の成立には文脈に大いに影響されるということが明かである。
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〈お　わ　り　に〉
　「Bkh50DA」という形が使罵される名詞句のすべては、ある意味で、「AのものであるBふ
あるいは「Aが起こしたものであるBjと解釈できる。そうすると、ここの「kh50B」はr物」
という意味である「kh5っ射という名詞から発展してきたのではないかと考えても無理はないだ
ろう。そして、単に、名詞Aと名詞Bを結ぶ文法的な機能しか持たない日本語の格助詞「の」と
違い、タイ語の格助詞「kh5っ舅自体はド～のもの」ということを表すことによって重要な役
罰を持つ語であると考えられるだろう。これは筆者にとって興味深い問題であるが、現在の段階
では、この「kh5っBjが、本当に、名詞「kh5っB」からきたかどうかはまだはっきりとされてい
ないので、今後の課題に置いておきたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔注〕
（1）PREP．eXPREPOSITION（煎置詞）の省略語である。
（2）Ratchanee　Piyamaawadee、　unpublished　report（1988）。
（3）〔正〕は筆者の経験やイソフォーマソトの意見により、使うのが普通であること。
（4）〔誤〕は筆者の経験やイソフォーマソトの意見により、使わないのが普通である。
（5）〔？〕は筆老の経験やイソフx一マソトの意見により、普通使わないが、場合によっては使うことも可鮨
　　である。
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